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弐に蹄來すべき大彗星

闘バ贋トジィ・エイトケン擁士

　次に建山すべき大彗星は何時出現して，どんなに見えるか．斯うVOふ疑問の

解答を求める護者が多数あるでせう．

　併し遣憾乍ら，前者に就いては明答を與へるのは不可能である．勿論，かの

ハリィ彗星の麟卜する日時は概略解って居る。即ち，此の彗呈は1835年と1910

年に素晴しV・委を現はし，次回は1985年頃には必らす近日鮎に現はれる筈であ

る．此の彗星の軌道は正確に決定されてるるが，正確な日時は未だ解って居な

い．其の理由は1910年4月に最後の近日鐵を通過してから，此の彗星の運動に

及ぼす遊星の引力の影響（術語では撰動）は未だ計算されて居なV・のである．

19⑪9年一1910年越此の彗星の出現に先立ってCowellとCrommelinとは此の

種の計算を行ひ，1909年の9月11日に其の推定位置に正確に獲話して大成功を

獲た・術此の日には未だ遠距離で，長く露出した点前像はほんの斑黙に過ぎな

かった・1984－1985年の蹄來の計算も完成したならば，勿論同様に正確に捕

捉し得るであらう．然し乍ら之は牛世紀先の事である．・19世紀には第一流の彗

星が5個（1835年のバリ・f彗星を含んで）編粘し，少くとも尚6佃は可成り明るか

った．それ故に來る50年以内に，V・つか帰評する一つ或は其れ以上の大彗星を

合理的に豫前出点る。然し，其れが來週，來油滴は來る10年以内に現はれるか

どうかは誰もいふ事は出露なV・．蓋し，過去の大彗星は凡て（バリt彗星を除

いて）其の公爵週期が何百年といふ数であり，其の一つとして麟註す多大鰐の

日時でさへ推定し得る程委細に知られて居なV・．どれか一つが帰癒するにして

も前脚れもなく出現することだらう．

　第二の疑問に答へる最上の方法は，過去の幾つかの大彗星に依って現はされ

た現象を記述する事が適切だと思はれる．依って，筆者は1882年の大彗星を撰

んだ．其の理由は此の彗星が記録晶晶も素晴しいものであり，叉1882年ρ秋の

早朝の室に出現したあの生々しい記憶を特に喚起しようとする爲である．

　此の彗星は9月3日回書聞に離見された．之は希望峰のFinleyとElkinが9

月∬日に，丁度太陽の上縁で追跡する幸運を得た．此の時太陽の表面程の明る
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さに思はれた．然し此の彗星は太陽の縁に接醐した時に溝失した．品品之は光

球上49萬粁飴以内の距離の所で太陽のディスクを経過した事が判明した．この

鼠尾の様な核が明瞭であった。叉其後に計算して解った事だが，其の時の此の

彗星は一・・時法170萬粁以上の割合で前進し，其の言動は太陽の大氣を通過する

時に少しも影響を受けなかった．

　叉更に直道の計算の結果，此の大彗星は工88G年の大南方彗星，1843年及び1668

年の輝かしい彗星が，太陽を通過したと同じコ1スを採ったといふ顯著な二二

が解った．之等の彗星は凡て何百年といふ遍期を持って居るのだから，恐らく

同一のものとは思はれなV・・然し多分，すっと以前に1882年の大彗星の接近よ

りも以上に，太陽の近くを通過したある大彗星の分裂に基因した一群のメンバ

1であるに相違ない・寳際，此の大彗星は其れ自艦一つの天艦として決して露

來しないとは言へなV・．蓋し此の彗星がi882年9月17H太陽を通過した後に，

望四鏡の観測に嫁れば，其の核が大いに二大され，其の尾に澹ふて一聯の凝結

した星のやうな括り目に畿干した事が解った．望遠鑓では美しい此の「眞珠の

紐」は核の分裂を意味する．叉此の彗星の軌道を最も委細に研究したKreutz

敏授に標れば，此の凝結は殆んど同一のコ1スに滑って，全く違った割合の速

度で前進して猫肥した彗星の核を作り，分離し引けるものであるとの結論を與

へた．

　此の彗星は急速に蓮動を績けて，7月末には曉の東天に見えるやうになった．

其の後気から初冬にかけて天室で最も旧著な現象であり，1883年の2月末迄は

肉眼で認められた．

　・一概に言へば，次に齢來すべき彗星も委細な黙では必らすしも一一一・twしないだ

らうが，同様な外観を示すものと期待出來る．聚合的な包謡物で多少鋭く限界

され丸まれた核は彗星の頭となって居る．此の事からして極めて鮮やかに分離

された三態にある物質は，絶えず太陽に基因する力を高機する事に依って追ひ

彿はれ，輻射力は大いに効力を畿心して，電力が恐らく力を合するものと見え

る．必要な形（鮮明に品別された細片，分子，原子）をした有効な物質の質と量

とは，本當の尾の大さ及び形を決め，斯くして此の彗星を地球及び太陽の相互

の位置が地球から見られる様な彗星全燧の長さを決定する．1882年の大彗星の
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尾は，極めて鮮明であったが，地球からは見るのには左迄での事はなかった．

之は殆んど地球の反劃側を向V・て居た爲である．然し乍ら，尾の本甲の長さは

1億5千萬粁以上であった．跳の彗星は極めて廣く，ほんの一寸許り曲って居り・

其の長さは大部分極めて明るかった．之等の詳細な黙では此の彗星は一般に多

くの他の大彗星と似て居た．時々尾は眞直になったり，細くなったり，時には

悪くなったり，曲ったりしたi・上記の如何なる場合でも，此の彗星は凹んだ圓

錐形の様に形は常に楚歌である・其れ故に其の軸に滑って可成り暗い線を示し

て居る．叉常に核に接近しても国際は透明であり，核を通して輝く星は大して

ぼやける事はない．影に似た淡V・光の眞直な鞘膜のものが（太陽に向って）頭の

上に3。から4。に積がつた珍しい現象であって，如何に声明しても適切に言へな

い．

　彗星の光の根源は多くの研究の中でも主題のものであった．遊星のやうに彗

星が其の上に落ちる日光を反射するとすれば問題はない．然し彗星が太陽に接

近する時に，其の光度が増加する事は其の光の凡てが只反射した日光と思はれ

るよりもすつと大きいのである．其の光の大部分は彗星自らに基因するに相違

なV・．之が大問題である．此の様に極めて低い平均密度の天騰で，只虚室の様

な物がどうして光を出すのだらうか．年賦問題として彗星外部の補助物が無く

ては光る筈はなV・．彗星は太陽から受ける強力なる輻射に依って刺戟されて輝

く．分光器的観測に櫨れば，如何に明るい彗星の尾の中にも，水素炭素の合成

物，一酸化炭素其他のガスが存在する事を誰明する．雪明は凡て太陽から受け

た刺戟に依って光を出し，叉1882年の大彗星の様に太陽の直ぐ傍を通過した凡

ての彗星核には白熱したソヂウムや共他の金属が含まれて居る事を謹明する．

之等の金屡性の輻射は此の様な彗星に於てのみ見られ，叉暫時後には近日瓢通

過の場合のみ見られるのは寧ろ不思議である．

　天文學的分光器は1882年には未だ少年期であり，乾板寓眞は特に幼稚時代に

あった．然し乍ら大彗星の優れた光線分折圖が数人の天丈學者の手になり，希

望峰のSir　David　Gillに依って極めて好結果の爲眞が撮られた．近代の天禮

物理學者は，1882年の大彗星の観測者或は1910年のハリイ彗星の麹測者より

も，此の方面に於て一段と観測設備を恵まれて居る．次の大彗星が出現する時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔第106頁へ〕
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此等の軟道要素が相互に不揃ぴなのは，計算に用みた二二の期間が極めて短か

くて，皆これ等は10月25日から29日までの間に過ぎないためである・從って今

後の麹南南行や，獲見以前の爲山岨調査が釜々必要なのである．

土に記した各氏の軌道要素を通じて，特に注目を惹くことは，軌道の大きさ

が，非常に小さくて，今までの最小軌道たりしエロス星よりも遙かに小さいこ

と，それに叉，此の10月の末頃，我が地球に非常に接近したことである．ゴン

ドラチ氏の計算によれば」此の星は10月30日18時（萬國時）前後に，我が地球か

らの距離が0．OO39　Sg位，　EPちme々　580，000粁にまで接近したこととなる．此の

580，000粁と》・ふのは，月の距離の1倍牛に過ぎなV・もので，全く開開三三の室

前の近距離である．因みに，近年，他の天艦が我が地球に接近した例としては

　　　1932年に　小遊星Amor　が　　　16，000，000粁，

　　　1934年に　　〃　　Apollo　が　　　10，500，000　ii，

　　　1936年に　　〃　　Ad・nisが　　　2，400，000　ii

といふレコ1ドがあるばかり．又，かの有名な1770年のレキセル彗星でさへ，

地球へ3，000，000粁前後まで近接しただけであった．

　故に，こんどの小遊星1937UHは，未だ軌道が確立しないとは言へ，とにか

く軌道ρ小さいことと，地球接近のレコ1ドを作った難に於いて，實に珍らし

い話題を提供したと言って良V・．こんな例は，室前であるばかりでなく，叉，

或は絶後かも知れないとも思はれる．

　小遊星の捜索も，面倒な仕事であるが，しかし此んなのが見つかると，百年

の疲勢も一ぺんに癒されるわけである・光度10級の新小遊星が今でも稀には見

附かるとv・ふことだけでも，小さいカメラを持つ親測者を働ますこと多大であ

る．（山本一清）

　附記．　この小遊星1937UBは，この峰ど，「ヘルメス（Hermes）」と命名さ

れだ．（山本）

　〔第112頁より〕

彼等は其の出現する現象を凡て研究するic當砂，自由に凡ゆる手段を講じ・其

の機會を善用せん事が切望される．（中村二二）


